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自
主
的
に
取
り
組
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
支

援
す
る
の
が
我
々
の

役
目
で
す
」
と
同
所

管
理
者
で
理
学
療
法

士
の
清
水
隆
幸
さ

ん
。
作
業
療
法
士
、

理
学
療
法
士
、
看
護

師
が
常
勤
す
る
手
厚

い
配
置
が
特
長
で
、

作
業
を
通
じ
た
心
身
機
能
向

上
、
医
療
機
関
と
連
携
し
た
口

腔
・
栄
養
改
善
に
力
を
入
れ
て

い
る
。

人
生
観
へ
作
業
を

結
び
つ
け
る

　

作
業
選
び
で
欠
か
せ
な
い
の

が
、
初
回
面
談
の
ア
セ
ス
メ
ン

ト
。
心
身
機
能
だ
け
で
な
く
趣

味
・
嗜
好
、
生
活
歴
・
職
歴
な

ど
を
作
業
療
法
士
が
し
っ
か
り

聞
き
取
る
。
そ
こ
か
ら
本
人
が

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
や
、
ど

ん
な
時
が
楽
し
い
か
、
誰
の
た

め
に
な
り
た
い
か
な
ど
を
分
析

し
、
作
業
の
目
標
に
設
定
。
各

作
業
の
も
つ
感
情
へ
の
働
き
か

け
や
人
・
社
会
と
の
つ
な
が

り
、
生
活
の
変
化
な
ど
の
特
性

と
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、決
定
す
る
。

　
「
特
に
大
事
な
の
は
、
作
業

を
通
じ
た
心
の
変
化
で
す
」
と

清
水
さ
ん
は
強
調
す
る
。
希
望

や
目
標
を
叶
え
る
作
業
で
あ
る

と
分
か
れ
ば
、
ス
タ
ッ
フ
が
促

さ
な
く
と
も
継
続
し
て
取
り
組

み
、
そ
し
て
作
業
は
や
が
て
、

集
団
生
活
に
お
け
る
「
役
割
」

へ
の
意
識
に
変
わ
っ
て
い
く
の

だ
と
い
う
。「
例
え
ば
畑
仕
事
、

調
理
、
皿
洗
い
。
こ
の
３
つ
は

い
ず
れ
も
食
事
に
対
す
る
役
割

で
す
。
時
に
は
他
の
利
用
者
に

依
頼
さ
れ
て
行
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
皆
の
た
め
に
な
る
、
役

に
立
つ
と
い
う
自
覚
が
や
り
が

い
を
生
む
と
と
も
に
、
利
用
者

ど
う
し
の
つ
な
が
り
に
も
な
り

ま
す
」。

　
「
憩
い
」
ゾ
ー
ン
は
主
に
、

運
動
や
作
業
の
合
間
に
使
う
カ

フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
だ
が
、
役
割
の

意
識
が
芽
生
え
る
と
、
利
用
者

が
お
互
い
に
お
茶
を
出
し
合
っ

た
り
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う

し
た
生
活
の
変
化
を
同
所
で
は

見
逃
さ
な
い
。
こ
れ
に
Ｑ
Ｏ
Ｌ

の
評
価
尺
度
を
示
す
Ｓ
Ｆ
―

36
、
幸
福
感
や
生
き
が
い
を
測

る
Ｐ
Ｇ
Ｃ
モ
ラ
ー
ル
ス
ケ
ー
ル

を
加
え
、全
体
の
評
価
を
行
う
。

適
切
な
栄
養
で

運
動
効
率
ア
ッ
プ

　

利
用
者
に
よ
っ
て
は
、
身
体

機
能
面
で
少
々
厳
し
い
作
業
で

も
、
意
欲
を
優
先
し
チ
ャ
レ
ン

ジ
的
に
課
す
こ
と
も
多
い
同

所
。
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
最
低

限
の
サ
ポ
ー
ト
は
必
要
だ
が
、

あ
わ
せ
て
作
業
・
運
動
効
率
を

高
め
る
た
め
の
栄
養
摂
取
も
重

視
し
て
い
る
。

　

開
設
当
時
よ
り
活
用
し
て
い

る
の
が
、
ク
リ
ニ
コ
（
東
京
都

目
黒
区
、
中
林
將
宏
社
長
）
の

栄
養
補
助
ゼ
リ
ー
飲
料
「
リ
ハ

た
い
む
ゼ
リ
ー
」。
筋
肉
の
代

謝
を
高
め
る
ア
ミ
ノ
酸
Ｂ
Ｃ
Ａ

Ａ
を
豊
富
に
含
み
、
す
っ
き
り

と
し
た
味
わ
い
で
飲
み
や
す

い
。
運
動
後
30
分
以
内
の
摂
取

が
目
安
で
、
水
分
補
給
も
兼
ね

て
い
る
。

　

同
法
人
病
院
の
卸
業
者
を
通

じ
て
商
品
を
購
入
し
、
希
望
す

る
利
用
者
へ
の
み
販
売
。
３
月

現
在
で
約
15
人
が
、
主
に
運
動

ゾ
ー
ン
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
後

に
利
用
し
て
い
る
。「
適
切
な

運
動
に
は
、
そ
の
た
め
の
身
体

を
つ
く
る
こ
と
を
考
え
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
リ
ハ
ビ
リ
と

栄
養
は
同
時
並
行
で
す
」
と
清

水
さ
ん
は
説
明
す
る
。

　

立
ち
上
が
り
や
歩
行
速
度
を

み
る
「
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
ア
ン
ド

ゴ
ー
テ
ス
ト
」
で
は
ほ
ぼ
全
員

が
改
善
。
ま
た
、
利
用
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
し
ゃ
が
ん

で
物
を
拾
う
と
き
に
踏
ん
張
っ

て
力
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
」

「
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
疲
れ

に
く
く
な
っ
た
気
が
す
る
」
等

の
感
想
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

地
域
を
最
適
化
す
る
作
業

　

同
所
は
要
介
護
者
の
み
を
対

象
と
し
、
開
設
か
ら
５
カ
月

た
っ
た
３
月
現
在
の
登
録
人
数

は
50
人
。
う
ち
９
割
を
要
介
護

１
～
２
が
占
め
る
。
要
支
援
に

改
善
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し

が
控
え
め
と
な
っ

て
お
り
、
料
理
な

ど
に
使
い
や
す
い

点
が
特
長
。

　

砂
糖
の
約
８
分

の
１
の
甘
さ
で
、

カ
ロ
リ
ー
は
、
１

０
０
ｇ
あ
た
り
３

８
４
kcal
。
低
甘
味

な
た
め
、
一
度
に
多
く
の
量
を

摂
取
で
き
、
高
齢
者
の
低
栄
養

を
防
ぐ
の
に
も
適
し
て
い
る
。

　

ま
た
、タ
ン
パ
ク
質
は
０
で
、

そ
の
他
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
ナ
ト
リ

ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
、
リ
ン
を
ほ

と
ん
ど
含
ま
な
い
。
糖
尿
病
や

肝
臓
病
、
人
工
透
析
を
し
て
い

る
人
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
食

品
と
し
て
も
使
用
で
き
る
。

　

容
量
は
１
㎏
、
個
包
装
タ
イ

プ
（
13
ｇ
×
40
包
）
の
２
種
類

を
用
意
。

　

価
格
は
、１
㎏
で
８
０
０
円
。

個
包
装
タ
イ
プ
で
８
５
０
円
。

い
ず
れ
も
税
抜
。

　

問
合
せ
は
、
同
社
（
☎
０
１

２
０
・
８
１
０
・
６
１
０
）ま
で
。

訪
問
栄
養
を
が
ん
患
者
等
へ
拡
大

16
年
診
療
報
酬
改
定 

～
栄
養・口
腔
編
～

厚労省

農 水 省

スマイルケア食試食会
手軽においしくつくるコツ

溶けやすいエネルギー補給用糖質

「粉飴 顆粒」
低
栄
養
防
止
に
効
果
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

補
給
食
品

器具を用いた個別訓練を
行う「運動ゾーン」

26

福
岡
ク
リ
ニ
ッ
ク
在
宅
部
栄
養
課

日
本
在
宅
栄
養
管
理
学
会
副
理
事
長

中
村
育
子

　

新
総
合
事
業
が
昨
年
４
月
に
は

じ
ま
り
、
予
防
訪
問
介
護
・
通
所

介
護
の
移
行
と
共
に
、
市
町
村
が

独
自
に
策
定
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
に
注
目
が
集
ま
り
ま
す
。
在
宅

栄
養
ケ
ア
を
行
う
立
場
と
し
て

は
、
運
動
だ
け
で
な
く
、
ぜ
ひ
口

腔
・
栄
養
面
で
の
予
防
事
業
も
充

実
さ
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

既
に
低
栄
養
の
人
や
重
度
者

は
、
食
事
の
自
立
度
が
低
く
、
ま

た
疾
患
を
も
つ
ケ
ー
ス
が
多
い
た

め
、
計
画
的
な
食
事
指
導
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
一
方
、
新
総
合
事
業

を
利
用
す
る
要
支
援
者
、
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
対
象
者
（
二
次
予
防
対

象
者
）
は
、
あ
る
程
度
自
分
の
意

思
で
食
べ
た
い
も
の
を
選
び
、
買

物
・
調
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
「
低
栄
養
の
お
そ
れ

が
あ
る
」
と
判
定
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
す
か
ら
、
偏
食
な
ど
食
事
内

容
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
食
欲
や

食
の
楽
し
み
な
ど
精
神
面
に
関
わ

る
も
の
な
の
か
、
要
因
を
探
る
と

と
も
に
、
本
人
の
自
由
を
阻
害
せ

ず
意
欲
的
に
実
践
で
き
る
栄
養
ケ

ア
を
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。食

の
地
域
資
源
を
知
る

　

本
人
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
適
し
た

指
導
を
行
え
る
個
別
訪
問
も
魅
力

的
で
す
が
、「
食
の
楽
し
み
」
で

捉
え
る
な
ら
ば
、
料
理
教
室
の
よ

う
な
集
団
栄
養
指
導
は
有
効
な
手

段
の
一
つ
で
す
。
料
理
教
室
の
目

的
に
は
①
知
識
（
情
報
）
の
習
得

②
調
理
技
術
の
向
上
③
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
―
―
の
大
き
く
３
つ

が
あ
り
ま
す
。

　

①
の
知
識
習
得
で
は
、
栄
養
や

口
腔
・
嚥
下
機
能
の
基
本
講
座
か

ら
、
簡
単
に
で
き
る
献
立
、
使
う

と
便
利
な
介
護
食
品
（
ス
マ
イ
ル

ケ
ア
食
）
の
最
新
情
報
な
ど
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
買
い
物
マ
ッ
プ
や
、

最
近
で
は
ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
に
代

表
さ
れ
る
食
材
宅
配
サ
ー
ビ
ス
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
地
域
資
源

を
共
有
す
る
こ
と
も
、
地
域
性
を

生
か
し
た
取
組
み
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
②
の
調
理
技
術
に
関
し

て
は
、「
た
ん
ぱ
く
質
が
豊
富
に

含
ま
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
」
や
「
買
っ

た
惣
菜
に
ひ
と
手
間
か
け
る
簡
単

メ
ニ
ュ
ー
」、「
冷
蔵
庫
の
常
備
品

で
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
」な
ど
目
的
・

方
法
を
は
っ
き
り
と
示
す
べ
き
で

す
。
た
だ
し
、
調
理
負
担
に
な
る

よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
で
は
自
宅
で
長

続
き
し
ま
せ
ん
の
で
、
短
時
間
で

手
間
を
か
け
ず
、
か
つ
十
分
な
栄

養
が
と
れ
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
介
護
食
品
や
冷
凍
食
品
の
活

用
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は
良
い
機

会
で
す
。

食
を
社
会
参
加
の
手
段
に

　

そ
し
て
、
あ
る
意
味
最
も
大
切

な
③
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

す
が
、
実
は
料
理
教
室
で
の
知
識

や
技
術
の
習
得
は
、
主
催
者
側
か

ら
一
方
的
に
教
え
る
も
の
だ
け
で

は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
講
座
の
中
で
、
参
加

者
が
普
段
作
っ
て
い
る
料
理
や
食

べ
て
い
る
メ
ニ
ュ
ー
を
話
し
合
っ

て
も
ら
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

本
人
の
好
物
や
家
庭
の
定
番
料

理
、
調
理
ア
イ
デ
ア

な
ど
が
次
々
と
出
て

き
ま
す
。
ま
た
、「
○

○
ス
ー
パ
ー
が
安

い
、
陳
列
が
分
か
り

や
す
い
、
ア
ク
セ
ス

が
便
利
」
な
ど
、
地

域
の
口
コ
ミ
情
報
も

拡
散
さ
れ
ま
す
。

　

調
理
実
習
に
関
し

て
も
同
様
で
す
。
１

テ
ー
ブ
ル
数
人
の
グ

ル
ー
プ
で
行
っ
た
場

合
、
あ
る
グ
ル
ー
プ

だ
け
食
材
を
小
さ
く
切
っ
て
い
た

と
し
ま
す
。
話
を
聞
く
と
、
歯
が

少
な
い
参
加
者
が
い
る
の
で
、
噛

み
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
た
の
だ

と
い
い
ま
す
。
ま
た
、味
の
濃
い
、

薄
い
の
好
み
は
ど
う
し
て
も
差
が

あ
る
の
で
、
と
り
あ
え
ず
最
初
は

薄
め
に
し
よ
う
、
と
話
し
合
っ
て

決
め
ま
す
。

　

こ
う
し
た
調
理
で
の
確
認
、
配

慮
は
、
参
加
者
ど
う
し
が
お
互
い

を
知
る
き
っ
か
け
に
な
り
、
ひ
い

て
は
地
域
交
流
の
場
と
し
て
大
切

な
意
義
を
も
つ
こ
と
に
な
り
ま

す
。低
栄
養
の
予
防
だ
け
で
な
く
、

意
欲
的
な
社
会
参
加
を
促
す
こ
う

し
た
取
組
み
こ
そ
、
予
防
事
業
の

あ
り
方
だ
と
思
い
ま
す
。

食の楽しみと地域交流を通じ、閉じこもり予防に
も寄与できますＡ

集団での栄養指導のメリットは？Ｑ

フードケア

料理教室を社会
参加の場に

地域包括支援センター主催の介護食教室の様子

八
千
代
リ
ハ
ビ
リ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
彩（
愛
知
県
安
城
市
）

生
活
意
欲
を
向
上
さ
せ
る 「
作
業
」

　

厚
生
労
働
省
の
中
央
社
会
保

険
医
療
協
議
会
（
中
医
協
）
は

２
月
10
日
の
総
会
で
、
２
０
１

６
年
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て

塩
崎
恭
久
厚
労
大
臣
へ
答
申
し

た
。
外
来
・
入
院
・
在
宅
に
お

い
て
、
管
理
栄
養
士
が
医
師
の

指
示
の
も
と
行
う
栄
養
食
事
指

導
の
対
象
に
、
が
ん
患
者
、
摂

食
・
嚥
下
機
能
低
下
ま
た
は
低

栄
養
状
態
の
患
者
が
追
加
さ
れ

る
。

　

栄
養
食
事
指
導
の
対
象
は
現

行
、
腎
臓
病
食
や
糖
尿
病
食
、

高
脂
血
症
食
な
ど
、
厚
労
大
臣

が
定
め
た
「
特
別
食
」
を
必
要

と
す
る
患
者
の
み
に
算
定
可

能
。
改
定
案
で
は
、
多
様
な
疾

患
の
患
者
に
対
し
、
食
事
を
通

じ
た
適
切
な
栄
養
管
理
を
推
進

す
る
観
点
か
ら
、
算
定
対
象
を

拡
大
し
た
。

　

特
に
、
が
ん
患
者
は
化
学
療

法
等
の
治
療
に
伴
う
副
作
用
で

食
欲
不
振
や
味
覚
変
化
な
ど
が

み
ら
れ
、
低
栄
養
等
の
リ
ス
ク

を
招
き
や
す
い
こ
と
か
ら
、
適

切
な
栄
養
食
事
指
導
を
評
価
し

た
。

　

ま
た
、
摂
食
・
嚥
下
機
能
の

低
下
に
つ
い
て
は
、
医
師
が
か

た
さ
、
付
着
性
、
凝
集
性
な
ど

に
配
慮
し
た
嚥
下
調
整
食
に
相

当
す
る
食
事
が
必
要
な
患
者
を

対
象
と
し
、
低
栄
養
に
つ
い
て

は
血
中
ア
ル
ブ
ミ
ン
３
・
０
ｇ

／
dl
以
下
、
ま
た
は
医
師
の
栄

養
管
理
で
改
善
が
必
要
と
判
断

さ
れ
た
患
者
を
対
象
と
す
る
。

在
宅
は「
調
理
指
導
」

不
要
に

　

在
宅
患
者
訪
問
栄
養
食
事
指

導
（
１
回
５
３
０
点
、
同
一
建

物
以
外
）
に
つ
い
て
は
、「
調

理
を
介
し
て
実
技
を
伴
う
指

導
」
が
要
件
か
ら
外
れ
、
食
事

の
用
意
や
摂
取
等
に
関
す
る
具

体
的
な
指
導
で
算
定
可
能
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
外
来
・
入
院
で
の
栄

養
指
導
は
、
長
時
間
の
指
導
を

要
す
る
こ
と
が
多
い
実
情
を
踏

ま
え
、
指
導
時
間
と
報
酬
を
見

直
し
。
15
分
以
上
の
指
導
で
１

回
あ
た
り
１
３
０
点
だ
っ
た
の

を
、
初
回
30
分
以
上
で
２
６
０

点
、
２
回
目
以
降
20
分
以
上
で

２
０
０
点
と
す
る
。
入
院
時
栄

養
指
導
に
つ
い
て
も
同
様
に
、

１
３
０
点
→
初
回
２
６
０
点
、

２
回
目
以
降
２
０
０
点
（
診
療

所
の
場
合
１
２
５
点
→
２
５
０

点
、
１
９
０
点
）。

医
科･

歯
科
連
携
で

栄
養
サ
ポ
ー
ト

　

そ
の
他
、
入
院
患
者
の
栄
養

状
態
の
改
善
を
は
か
る
目
的
か

ら
、
歯
科
医
師
が
院
内
ス
タ
ッ

フ
と
共
同
で
栄
養
サ
ポ
ー
ト
を

実
施
し
た
場
合
、
新
た
に
「
歯

科
医
師
連
携
加
算
」（
50
点
、

週
１
回
ま
で
）
を
入
院
基
本
料

に
加
算
す
る
。

　

要
件
は
①
栄
養
改
善
に
係
る

会
議
・
回
診
を
週
１
回
程
度
開

催
。
構
成
員
は
栄
養
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
と
、
必
要
に
応
じ
て
担

当
医
、
看
護
師
等
が
参
加
②
会

議
・
回
診
結
果
を
踏
ま
え
、
担

当
医
、
看
護
師
等
と
共
同
で
栄

養
治
療
実
施
計
画
を
作
成
。
内

容
を
患
者
等
へ
説
明
・
交
付
し
、

そ
の
写
し
を
診
療
録
に
添
付
③

計
画
に
基
づ
き
治
療
を
実
施
し

適
宜
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
④
治
療

終
了
ま
た
は
退
院
・
転
院
時
に

治
療
結
果
を
評
価
し
、
チ
ー
ム

で
終
了
ま
た
は
退
院
時
指
導
を

実
施
⑤
退
院
・
転
院
時
に
、
紹

介
先
の
病
院
等
へ
診
療
情
報
提

供
書
を
作
成
し
た
場
合
は
当
該

報
告
書
を
貼
付
―
―
。

　

病
院
の
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
（
Ｎ
Ｓ
Ｔ
）
は
10
年
度
診
療

報
酬
よ
り
加
算
と
し
て
評
価

（
２
０
０
点
、
週
１
回
ま
で
）。

医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・
管

理
栄
養
士
を
専
任
配
置
と
し
、

歯
科
医
師
に
つ
い
て
は
現
行
、

「
配
置
が
望
ま
し
い
」
と
さ
れ

て
い
る
。

　

今
回
、
歯
科
医
師
の
関
与
を

専
門
職
や
学
生
を
含
め
、
約
１

５
０
人
が
参
加
。
福
岡
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
中
村
育
子
氏
に
よ
る

実
演
調
理
が
行
わ
れ
、
ス
マ
イ

ル
ケ
ア
食
を
活
用
し
た
レ
シ
ピ

が
公
開
さ
れ
た
。

　

冒
頭
、
農
水
省
食
料
産
業
局

の
神
井
弘
之
食
品
製
造
課
長
は

「
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
中
で
、

最
期
ま
で
食
事
を
楽
し
み
、
生

活
の
質
を
高
め
て
い
く
た
め
、

介
護
食
品
が
非
常
に
重
要
」
と

し
、「
嚥
下
力
、

咀
し
ゃ
く
力
が

低
下
し
て
も
低

栄
養
に
陥
ら
な

い
よ
う
、
手
軽

で
安
全
に
使
え

る
ス
マ
イ
ル
ケ

ア
食
の
普
及
を

進
め
て
い
く
」

と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
行
わ

れ
た
実
演
試
食

会
で
は
、
中
村

氏
が
市
販
の
介

評
価
す
る
こ
と
で
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
回

診
時
の
口
腔
内
診
査
や
、
口
腔

内
清
掃
・
乾
燥
対
策
・
義
歯
の

使
用
に
関
す
る
本
人
や
看
護
師

等
へ
の
指
導
・
助
言
、
さ
ら
に

は
歯
科
治
療
の
必
要
性
の
判
断

な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。

　

Ｈ
＋
Ｂ
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
（
東
京
都
千
代
田
区
、
松
尾

喜
隆
社
長
）
は
３
月
１
日
、
エ

護
食
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
３
品
を

紹
介
。
高
齢
者
が
親
し
み
や
す

い
酢
飯
と
、
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
の

「
豆
腐
と
卵
の
あ
ん
か
け
」
を

使
っ
た
レ
シ
ピ
は
、
軟
飯
に
す

し
酢
を
ま
ぜ
、
温
め
た
あ
ん
を

か
け
る
だ
け
で
完
成
。

　

中
村
氏
は
、「
介
護
者
は
と

に
か
く
時
間
が
少
な
く
、
１
日

３
食
用
意
す
る
こ
と
は
並
大
抵

で
は
な
い
。
献
立
を
考
え
る
と

き
は
、
他
の
家
族
の
食
事
を
基

本
に
考
え
、
市
販
の
介
護
食
に

ア
レ
ン
ジ
を
加
え
る
こ
と
で
大

幅
に
時
間
を
短
縮
で
き
る
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

そ
の
後
、
実
演
調
理
さ
れ
た

介
護
食
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
。
会

場
の
参
加
者
か
ら
は
「
思
っ
て

い
た
よ
り
食
べ
や
す
く
、
介
護

食
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
。

毎
日
の
料
理
に
活
用
し
た
い
」

と
驚
き
の
声
が
あ
が
っ
た
。

　

社
会
医
療
法
人
財
団
新
和

会
（
松
本
隆
利
理
事
長
）
は
愛

知
県
安
城
市
で
病
院
、
訪
問
看

護
、訪
問
・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
等
を
運
営
す
る
。
昨
年

９
月
に
法
人
初
の
通
所
介
護

「
八
千
代
リ
ハ
ビ
リ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
彩（
い
ろ
ど
り
）」を
開
設
。

「
よ
り
良
い
生
活
へ
と
変
わ
る

場
所
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
利

用
者
の
自
己
実
現
に
つ
な
が
る

作
業
を
提
供
、
集
団
生
活
で
の

役
割
を
自
ら
見
つ
け
る
き
っ
か

け
を
作
り
、
生
活
意
欲
を
高
め

て
い
る
。

生
活
期
リ
ハ
を
支

え
る
豊
富
な
作
業

　
「
彩
」
内
に
入
る
と
、
壁
に

大
き
く
「
運
動
」「
創
作
」「
家

事
」「
憩
い
」
と
書
か
れ
た
４

つ
の
生
活
ゾ
ー
ン
が
あ
る
。
運

動
ゾ
ー
ン
で
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

器
具
を
使
っ
た
機
能
訓
練
が
行

わ
れ
て
お
り
、「
創
作
」
ゾ
ー

ン
で
は
主
に
女
性
の
利
用
者
が

テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
手
芸
に
没

頭
。
家
事
ゾ
ー
ン
の
中
央
に
は

ア
イ
ラ
ン
ド
型
キ
ッ
チ
ン
が
置

か
れ
、
利
用
者
が
昼
食
準
備
の

手
伝
い
を
す
る
の
だ
と
い
う
。

ほ
ど
な
く
し
て
、
野
菜
を
両
手

に
抱
え
た
利
用
者
が
笑
顔
で

戻
っ
て
き
た
。
事
業
所
裏
の
畑

で
収
穫
し
て
き
た
も
の
だ
。

　

こ
れ
ら
は
全
て
同
所
で
行
わ

れ
る
「
作
業
」
と
し
て
、
１
日

の
生
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
組
み

込
ま
れ
て
い
る
。
選
択
肢
は
実

に
１
０
０
種
類
。
全
て
リ
ハ
ビ

リ
専
門
職
が
作
業
療
法
の
視
点

で
設
計
し
て
い
る
。
大
ま
か
な

作
業
の
方
向
性
は
事
前
に
定
め

て
お
く
が
、
当
日
何
を
す
る
か

は
、利
用
者
が
デ
イ
に
到
着
後
、

自
ら
組
み
立
て
る
。

　
「
本
人
が
目
的
を
も
っ
て
、

ネ
ル
ギ
ー
補
給
食
品
「
粉
飴　

顆
粒
」
を
発
売
し
た
。
同
商
品

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
用
の
糖

質
と
し
て
40
年
以
上
の
ロ
ン
グ

セ
ラ
ー
と
な
る
「
粉
飴
」
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
も
の
。
従
来

品
よ
り
も
溶
け
や
す
く
、
甘
さ

市販の介護食を活用して時短

　

農
林
水
産
省
は
２
月
19
日
、

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
行
わ
れ

た
Ｈ
Ｃ
Ｊ
２
０
１
６
の
会
場
内

に
て
、「
新
し
い
介
護
食
品
『
ス

マ
イ
ル
ケ
ア
食
』
調
理
実
演
試

食
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
た
。

た
利
用
者
も
既
に
５
人
い
る
。

　

清
水
さ
ん
は
「
利
用
者
の
生

活
の
大
半
は
自
宅
。
本
当
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
自

宅
や
周
辺
地
域
で
も
継
続
し
た

作
業
・
役
割
へ
の
環
境
整
備
で

す
」
と
述
べ
、
そ
の
た
め
の
課

題
に
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
あ

げ
る
。

　

現
在
は
、
収
穫
野
菜
の
販
売

や
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
手
芸

品
の
出
展
等
を
行
っ
て
い
る
同

所
。
作
業
に
地
域
貢
献
と
い
う

要
素
が
加
わ
る
こ
と
で
、
利
用

者
の
意
欲
も
変
わ
る
そ
う
だ
。

「
安
城
市
に
は
別
法
人
の
高
度

急
性
期
病
院
が
あ
り
、
当
法
人

に
求
め
ら
れ
る
機
能
は
回
復
期

～
在
宅
。
よ
っ
て
地
域
の
ニ
ー

ズ
把
握
は
必
須
で
す
。
そ
れ
に

応
え
る
作
業
へ
発
展
さ
せ
、
地

域
の
最
適
化
を
め
ざ
し
た
い
」

と
清
水
さ
ん
は
語
っ
た
。
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